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スアヤ の 育 成 天 然 林 施 業 試 験  (H2～ 11)

場所 対馬営林署大星山国有林 19へ 林小班   2.83haの 内 1.50ha
地況 標高  100m   土壌型 BC   地形 側行土

方位  NW 傾 斜 30度
目的 カヤの群生している天然林において,利用径級以下のカヤを保残 し,こ れらを

育成するとともに植込み,刈出しなど人工llli整 を行うことによるカヤの用材林

を育成するための施業法を確立する。

諭式題貪 IL‐lL_σ)言受ズEE著 宣頁

プロツトの設定

試験地につぎのとお リプロットを設定する。
l lll込 みの要否を検討し,植込み区と植込み不要区とに区分する。カヤの保残本な

らびに幼樹 (3 0 cln上 )の成立本数 10本/a未満の部分は植込み区とする。

2 植込み区については,カヤの山引き苗を植込むこととし,植込む方法の相違により

次のとおり区分する。

(1)根回し植栽区

植込む 1年前に根回しを行い,翌春山引し,植込みを行う。

(2)育 苗植栽区

植込み 1年前に山引きを行い,山床で 1年間育苗し,翌春に植込みを行う。

(3)山 引き植栽区

根回しなどの加工をしないで,直接山引き移植を行う。

設定模式図

植込み不要区・

林 道

41ri込 み区

の 2分の 1～ 3分の 1の高さまで枝抜きを行い植栽 (山床床替え)する。

H 植栽方式と植栽方法
1 2m× 2mの 4本巣植え方式とし,天然生稚幼樹の生育状態に配慮して300本 /
ha程度の植込みを行う。

宏 植栽方法は,普通植えとする。

Ⅲ 保 育
1 植込み区

必要最少限度の期間,坪刈りにより下刈する。また,必要によりつる切,除伐を行

う。
2 植込み不要区

目的樹種の更新を確実に行うため,必要に応 じ刈出し,つる切,除伐を行う。

Ⅳ 調 査
1 保残木調査

設定時にカヤ,ケ ヤキ,ク ヮ等の貴重樹,シデ類,カ シ類等の育成対象樹種の保存

状況を明らかにするため,各プロット毎の保残木を調査する。保残本調査は,樹高 1

m程度以上の有用樹とする。
2 活着率の調査

値込み区の3プ ロットについて,苗長区分ごとに下刈時に活着調査を行う。苗長区

分は,(1)60cm以 下,(2)60～ 80cm,(3)80cm上 に分けて調査する。

3 成長調査

(1)植込み不要区

カヤ保残本のうち樹高階 (2m下 ,2～ 3m, 3～ 4m, 4～ 5m, 5m上 )毎に

5本計 25本を調査対象本として設定し, 3年 ごとに定期調査を行う。調査は,樹高 ,

胸高 (地際 )直径を測定する。調査時期は調査対象本の生長が停止する秋とする。

(2)植込み区
3プ ロットごとに植栽本のうち25本を調査対象本として設定し,苗長 (cm),

地際径 (mm)を ,当初の 5年間は毎年,その後は 3年おきに調査する。調査時期は

調査対象本の生長が停止する秋 とする。
4 その他

植込み等の更新補助作業,保育などに要した人工数,経費について年度毎に調査記

録する。
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cm程度上の苗木は,苗長(注 ) 活着を高めるため苗長 60



手蔵 3干 技 術 開 発 実 施 報 告

様式  2

力で不盆骨ヘス落:本えた

五林永

年 度 別 実 施 経 過

人星よ、日有本

/夕へ暮小二

保衣不調査

、多酵蒙杯未調査

腫土調査

者届学生捩盛ミ須象

台輌も根と

馬 営林署

実 施 報 告

霰ヽ
へ∠

示。自〇
指

立
〓



試 験 経 過 記 録
(様 式 4)

実施をつ
|ヽ 保牧木調査 (o早夕ξ♪
黙 tズタニのみ氏環裟本そ,

2 調査苺ネ不It(3年≠層)

各ノロット(黙t彙栞今度′ュ、51腫 tL Eメ2日 t種栽■)ぶネ 2延塁il右島

ご 准負調査

天ミ露新ユ 兼鷲回(槙資ユ 根́日(奇め九ユ葬`こ内 |ヽ おtて 種主う司狂こズに

ク

(1'

堵塘ネ生長重調査 (さ阜2慮 )

清葛手

区分
|ィをん,

対  馬  営 林署

だ′径 たメリ建ヽ |た

口t洒郵ニ

1渚后ギζ

″)生長量調査

スぶ濠 、ユ|う 1堪多ヽスン2回 1九蒙学

押
多

＋，
一^″

平

牛 /∂ 々 タ

ごヽ 組 込  (4早 」膚ノ

千成3午∂馬F山 3に t、 飛1嶽延 に准す千″襲 肴議脅i

■、31菌 ,/‐L□ (後 ψ工蒟カトよ夕本

調査結果及び考察を記入す る。
状況写真は別途整理す る。

x箱灌いた復 史イサ3っ 渤オ 萌″ι生久盪と|え

庇 と 烈 rた

К凛口,殖載■・オ着孝●4ヽ のは

う初iこの刈リムtは 字上|た 、

工戌いえ親予どあノえ珠′tよ うお珀、であふここわ́ う

認∠θ

記載要領



「

状 況 写 真 区分
|ィ
牲ヂぃ 対 馬  営林署

(様 式 6)

j随_t: 1た
'噛



平 鮫 +千 技 術 開 発 実 施 報 告

様式 2                          対  馬 営林署

課題 カマ林分肴成天な/~Rれ農

礎菱)新規 担

　

　

当

録林奎循乳

開

発

箇

所

た星ユヽ目有不、

/夕ヘ オ本ゴリ巧L

開

発
期

間

平成2卑ミ

裁 6賓
指示・自主

〇

年 度 別 実 施 経 過 4年 度  実 施 報 告

iぞ
事鍛支足ご轟HA

2■、列めの選toοο本)/根回(cθ林
s、 准△ q長回しめ|め不′ム31苗も0本

`」
、引的っ形種は Qt鉾ノ司

"本

'

こ壇生調査

子成3年夏)

に保々本調査 0ぶ板チわり
′岩属キ′戌晨詈調査
3ム 31義戌苗ス通L(lοθ小

'

培着手茨長量調査

莉項率調 査



爽花雑な
lヵ名キ、荻夜番調査
(|)殆堪牢 (4ユ ll層 調査)

3童崚 准込

0,成長量 のトプロ、ットパ本平均 )

~~ :ム
J晨浅薔 :ム J7斑華影気な苗  =「_′ _|

ム31首 相表■ ムJI根口静蕎柩
:

|す

゛
1■・

ム″
γ覇

|ぇ
ぐ上コネ

1

1壁豊量土_L_二_L_li_」_」_型」
ネ` 茄種夜 毛イで5つ 膀 ′詩芽t成長iこ (た 。

2箱≠二謁ユ 04ξ準込)

FIII二ζ:IEIEI塁ヨ玉二]][IEEIttLil

試 験 経 過 記 録 区分
|ィ t罪ぃ 対 馬 営林賢(様 式 4)

記載要領  1.
2

調査結果及び考察を記入する。
状況写真は別途整理す る。



千 減 り
千 技 術 開 発 実 施 報 告

対 馬 営 林 署相鮨式 2

課 題 カヤ林分育成天然林施業

③
。新規 担

　

　

当
森 林 整 備 課

開
発
箇
所

大星山国有林

19へ林小班

開

発
期

間

平成2年度

平成 11年度

渕 キ

年 度 別 実 施 報 告 5年 度 実 施 報 告

１
翻
「
‐
‐
‐
‐

０

０

５

２

５
苗

　

　

　

　

　

＞

＜

苗

引
　

　

　

　

　

本

ＨＡ　脚調本、山　　　＞　・００

一
＜

１

２

３

４

５

　

＜

１

２

３

　

　

１

２

1.活着率、成長量調査
2.枯損率調査



育 成 大 然 林 カ ヤ 試 験 地 調 査 表

カヤ床替根廻苗植栽  C区
対 馬

『  号

植 栽 後

第 1回
調査時点

植栽時 調査    Ⅱ04.11.16 調査    H05.11.25 調査 調 査 調査

調査 104.01

長元径 討 高

成 長 量

長元径 討 高

成 長 量

艮元径 討 高

成 長 量

長元径樹  高

成 長 量

根元径 討 高

成 長 量

長元径 討 高 艮元径 封 高 長元径 討 高 根元径 樹  高 長元径 討 漕 艮元径 討 高

(cm) (cm) (om) (om) (cm) (CIn) (Cm) (Cm) (Cm) (cm) (cnl) (Om) (cm) (cm) (Cm) (cm) (cm) (cm) (om) (cm) (cm) (cm)

26 0 1

27 5

28 2 2

29 5

30 3

31

32 0.5 6

33 6 1

34 3 2

35 4 4

36 0.5 4

37 0

38 3

39 14 4 11

40 7 0

41 7 1

42 5 0

43 6 1

44 7

45 0

46 2

47 3

48 6

49 0

50 4

計 32.2 36.4 40.2

植栽本数 52本 52本

健 全 木 34本 34本
枯 損 木 18本 18本
活 着 率 65% 65%



育 成 大 然 林 カ ヤ 試 験 地 調 査 表

カヤ山引苗根廻植栽  D区
対 馬

番 号

植 栽 後

第 1回
植裁時点

調査    H03.12.18 調査    H04.12.17 調査    H05.11.25 調 査 調 査

調 査 103.0(

長元径 討 肩

成 長 量

長元径 封 高

成 長 量

長元径 討 高

成 長 量

長元径 討 高

成 長 量

艮元径 討 高

成 長 量

展元径 討 高 長元径 封 高 長元径 日 高 艮元径 封 高 長元径 討 高 長元径 討 高

(Cm) (Cm) (cm) (cm) (Cm) (om) (cm) (cm) (cln) (cm) (cm) (Om) (cm) (Cm) (cm) (cm) (CIn) (cm) (cm) (cln) (cln) (cm)

76 健 全 木 1.2 1.2 4 1.5 0

77 上部枯損 1.6 2 0 0

78 上部枯損 2 0 3

79 上部枯損 3 2 0.1 4

80 健 全 木 0 1.1 11

81 根部萌芽 0 7 7 0 5

82 健 全 木 4 0 4

83 上部枯損 2 3 0

84 上部枯損 1.2 1.2 5 0 0

85 上部枯損 4 2 1

86 上部枯損 4 0 3

87 健 全 木 4 0 8

88 上部枯損 4 0 3

89 健 全 木 0 4 6

90 上部枯損 0 0 1

91 健 全 木 0 1.1 2

92 上部枯損 3 3 3

93 上部枯損 8 0 5

94 健 全 木 5 0. 0 1

95 健 全 木 4 0. 3 0

96 健 全 木 3 0. 9 6

97 上部枯損 8 0 2 1

98 健 全 木 5 0 0

99 健 全 木 3 5 0

100 健 全 木 1.1 1.1 5 7 1.2 Ll

計 35.5 39.5 41.9 44.4

植栽本数 156本 156本
健 全 木 51本 47本
枯 損 木 105本 109本
活 着 率 33% 3∂ `膏0%


